
   　
大
洪
水
に
見
舞
わ
れ
た
約
１
０
０
年
前
の
山
梨
県

下
は
、悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
。
幾
度
か
の
災
害
を
経

験
し
た
人
々
も
、こ
の
時
ほ
ど
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
明
治
４０
年（
1
9
0
7
）、８
月
２２
日

か
ら
２４
日
に
か
け
て
台
風
に
よ
る
豪
雨
が
降
り
続
き
、

郡
内
の
大
月
付
近
で
は
７
０
０
ミ
リ
を
超
え
、国
中
の

笛
吹
筋
で
も
５
０
０
ミ
リ
近
い
雨
量
に
な
っ
た
。
被
害

は
県
下
全
般
に
及
ん
だ
が
、と
り
わ
け
被
害
が
大
き

か
っ
た
の
は
、日
川
・
重
川
・
金
川
・
旧
鵜
飼
川
な
ど
が

笛
吹
川
に
合
流
す
る
石
和
町（
現
笛
吹
市
）。そ
こ
は
、

ま
た
た
く
間
に
一
面
の
海
と
な
っ
た
。
全
県
で
死
者
２
３

３
人
、破
壊
・
流
出
家
屋
１
１
、９
４
３
戸
、埋
没
・
流
出

し
た
田
畑
、宅
地
約
6
5
0
h
a
に
及
び
、被
害
総

額
は
１
０
０
０
万
円
以
上
と
見
込
ま
れ
た
。
当
時
の
県

予
算
の
１０
倍
を
大
き
く
超
え
る
額
で
あ
っ
た
。
 

　
百
年
に
一
度
あ
る
か
な
い
か
の
自
然
災
害
で
あ
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、桑
園
拡
大
に
よ
る
里
山
の
開

墾
や
生
産
・
生
活
様
式
の
変
化
が
も
た
ら
し
た
山
林

濫
伐
も
原
因
の
ひ
と
つ
。
ま
た
山
林
地
の
多
く
が
皇

室
御
料
林
に
編
入
さ
れ
、従
来
の
入
会
慣
行
が
制
限

さ
れ
、無
秩
序
な
伐
採
や
盗
伐
ま
で
横
行
し
、森
林
が

荒
廃
し
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
背
景
に
な
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、こ
の
傷
跡
が
癒
え
な
い
明
治
43
年（
1
9
1
0
）

8
月
に
再
び
大
水
害
に
襲
わ
れ
、県
民
生
活
は
、大
変

困
窮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
新
天
地
を
求
め
て
、被
災

し
た
県
民
が
ま
と
ま
っ
て
北
海
道
へ
集
団
移
住
し
た
の

は
、後
に
も
先
に
も
こ
の
時
だ
け
で
あ
っ
た
。
 

明
治
末
、県
下
を
襲
っ
た 

未
曾
有
の
大
水
害 

県
民
の
暮
ら
し
の 

基
盤
と
な
っ
た
「
恩
賜
林
」 

    　
御
料
地
の
払
い
下
げ
は
、す
で
に
県
議
会
で
も
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
国
へ
の
請
願
も
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、

交
渉
は
難
航
。
日
露
戦
争
や
一
府
九
県
連
合
共
進
会

開
催
な
ど
内
外
の
諸
問
題
に
紛
れ
、解
決
を
見
な
い

ま
ま
大
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
４３
年

の
県
民
大
会
で
は
、根
本
的
な
復
旧
と
御
料
地
の
無

償
還
付
の
声
が
強
く
上
が
り
、同
１２
月
、県
民
大
会

の
決
議
を
受
け
県
議
会
は
、入
会
御
料
地
を
無
償
で

下
付
を
願
う
旨
の
意
見
書
を
内
務
省
に
提
出
し
た
。

そ
し
て
、つ
い
に
明
治
４４
年（
1
9
1
1
）３
月
１１
日
、

大
水
害
で
疲
弊
し
た
県
土
復
興
の
た
め
に
、明
治
天

皇
か
ら
県
下
の
御
料
地
約
1
6
万
4
千
h
a
が
下

賜
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、現
在
の
山
梨
県
県
有
林
の
大

部
分
を
占
め
る
恩
賜
県
有
財
産
で
、「
恩
賜
林
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
 

　
「
恩
賜
林
」
は
県
下
28
市
町
村
の
う
ち
23
の
市
町

村
に
及
ん
で
い
る
。
現
在
ま
で
、恩
賜
県
有
財
産
管
理

条
例
に
よ
り
、各
地
の
保
護
組
合
、市
町
村
、財
産
区

に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
明
治
の
大
水
害
直
後
の

復
興
だ
け
で
な
く
、維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
森
林
は

戦
後
の
経
済
復
興
期
の
基
盤
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
た
。

主
要
水
源
地
と
も
重
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
治

山
、治
水
上
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
ば
か
り

か
、県
土
の
保
全
や
地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
も
一
役

か
っ
て
き
た
。ツ
ガ
、モ
ミ
、シ
ラ
ベ
な
ど
の
針
葉
樹
、ナ

ラ
、ク
リ
、ブ
ナ
、カ
エ
デ
な
ど
の
広
葉
樹
。
豊
か
な
緑

は
、自
然
保
護
活
動
の
拠
点
と
し
て
、都
会
と
山
村

が
交
流
す
る
新
た
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い
る
。
 

 
明治40年の大水害に見舞われた甲運村（甲
府市）の惨状。洪水で家屋が流された。
耕地も道路も濁流に押し流されてしまった。

謝恩碑の石材はコロを使って運んだ。左側の三角の石材
は碑の先端部分である。

昭和25年　甲府城跡の謝恩碑の台に登られ、戦後の甲
府市の復興ぶりをご視察、市民の歓迎におこたえになる昭
和天皇と皇太后さま。

昭和39年春。謝恩碑の下でフォークダンスを楽しむ若者たち。

   　
甲
府
城
跡
と
し
て
整
備
が
進
む
舞
鶴
城
公
園
に
、

そ
び
え
立
つ「
謝
恩
碑
」
。
明
治
末
の
大
洪
水
の
記
憶

が
ま
だ
遠
か
ら
ぬ
大
正
９
年（
１
９
２
０
）に
、御
料
地

の
御
下
賜
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、最
も
衆
目
を
引
き
、

遠
く
恩
賜
林
を
見
渡
せ
る
こ
の
位
置
に
建
て
ら
れ
た

記
念
碑
で
あ
る
。
碑
身
の
高
さ
は
、約
３０
メ
ー
ト
ル
、碑

材
に
は
、東
山
梨
郡
神
金
村（
現
甲
州
市
）の
恩
賜
林

内
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
白
い
花
崗
岩
が
使
わ
れ
て
い
る
。
 

　
か
つ
て
は
「
謝
恩
碑
」
だ
け
が
ぽ
つ
ん
と
見
え
た
も

の
だ
が
、今
は
公
園
を
取
り
囲
む
甲
府
駅
周
辺
に
は
、

高
層
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
て
込
ん
で
き
た
。
だ
が
、

県
民
に
と
っ
て
、こ
の「
謝
恩
碑
」
ほ
ど
日
常
風
景
に
溶

け
込
ん
で
い
る
シ
ン
ボ
ル
は
他
に
な
い
。
 

　
戦
前
、県
下
の
小
・
中
学
校
で
は
、３
月
１１
日
は
大

洪
水
の
記
憶
と
下
賜
さ
れ
た
森
林
へ
の
感
謝
を
思
い

起
こ
す
「
恩
賜
林
記
念
日
」
と
し
て
祝
わ
れ
、「
恩
賜

林
記
念
日
の
歌
」
が
歌
わ
れ
て
い
た
。
 

　
平
成
２３
年
３
月
に
は
、「
恩
賜
林
御
下
賜
百
周
年
」
を

迎
え
る
。恩
賜
林
を
守
り
育
て
て
き
た
先
人
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、こ
れ
か
ら
も
、県
民
一
人
ひ
と
り
が
森
林
の
大

切
さ
や
県
有
林
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
、県
民
共
有
の
貴

重
な
財
産
と
し
て
守
り
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

舞
鶴
城
公
園
に
、 

白
く
そ
び
え
る
「
謝
恩
碑
」 

記事監修：山梨大学教育人間科学部 教授 齋藤 康彦 
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大水害の復興に、戦後の経済成長の基盤に、 
県民の暮らし安定のため下賜された「恩賜林」。 

昭和5年 完成したばかりの県庁の庁舎とその周辺
の航空写真。謝恩碑（写真中央）が白く輝いている。
昭和5年 完成したばかりの県庁の庁舎とその周辺
の航空写真。謝恩碑（写真中央）が白く輝いている。

　明治末、二度にわたる大洪水が県下を襲った。とりわけ明治40年8月の台風による豪雨は

県下に未曾有の大災害をもたらした。県民の暮らしはもとより、荒廃した県土の復旧工事と経

済の立て直しは県政の大きな課題となった。明治44年3月11日、県土復興のためにと、明治天

皇から県下の御料地約16万4千haが下賜された。これが、現在の山梨県県有林の大部分を

占める恩賜県有財産で、「恩賜林」と呼ばれている。大正9年には県民の感謝を表す「謝恩碑」

が舞鶴城公園に建てられた。恩賜林は直接の災害復興のみならず、県内経済の振興と県民

生活の安定のために貢献、そして今も県民共有の貴重な財産として守り育てられている。

明治44年3月11日、大水害で疲弊した県土復興のために、 
明治天皇から県下の御料地約16万4千haが県有財産として下賜された。 
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